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　新年明けましておめでとうございます。寒い日が続きますが、

皆様お元気でお過ごしでしょうか。再び新型コロナウイルス感染者
数が増加し先の見えない毎日が続きますが、これ以上感染拡大しな
いよう一人一人が感染防止策について再確認しましょう。


　皆さん、寒い日の職場での室内換気はどうされていますか？

一般的に使用されている暖房設備は外気の取り入れ機能はなく、室
内の空気を循環させているだけのものがほとんどです。いざ換気を
しようと窓全開にしてしまうと一気に室温が低下し作業効率が落ち
てしまいます。寒い日でも効率的に換気しながら快適に作業できる
よう、室内換気を見直してみましょう。


　

　以下の推奨される換気方法についての資料をご参考に、暖房器具
の機能、室内の温度や相対湿度、空気清浄機の併用や二段階換気な
どのポイントをチェックし、冬場の換気方法について今一度ご確認
ください。









冬場における「換気の悪い密閉空間」を
改善するための換気の方法

～ 商業施設等の管理者の皆さまへ ～

外気温が低いときに、「換気の悪い密閉空間」を改善する換気と、室温の
低下による健康影響の防止を両立するため、以下の点に留意してください。
9 「換気の悪い密閉空間」は新型コロナウイルス感染症のリスク要因の一つに過ぎず、
一人あたりの必要換気量を満たすだけで、感染を確実に予防できるわけではなく、
人が密集した空間や密接な接触を避ける措置を併せて実施する必要があります。

推奨される換気の方法

① 窓の開放による方法

換気機能を持つ冷暖房設備※や機械換気設備が設置されていない、また
は、換気量が十分でない商業施設等は、以下に留意して、窓を開けて換気
してください。
※ 冷暖房設備本体に屋内空気の取り入れ口がある（換気用ダクトにつながっていない）場合、室
内の空気を循環させるだけで、外気の取り入れ機能はないことに注意してください。

� 居室の温度および相対湿度を18℃以上かつ40%以上に維持できる範
囲内で、暖房器具を使用※しながら、一方向の窓を常時開けて、連続
的に換気を行うこと。
※ 加湿器を併用することも有効です。

� 居室の温度および相対湿度を18℃以上かつ40%以上に維持しようとす
ると、窓を十分に開けられない場合は、窓からの換気と併せて、可搬式の
空気清浄機を併用すること。

� 一方向の窓を少しだけ開けて常時換気をする方が、室温変化を抑えられま
す。窓を開ける幅は、居室の温度と相対湿度をこまめに測定しながら調節して
ください。

� 人がいない部屋の窓を開け、廊下を経由して、少し暖まった状態の新鮮な空
気を人のいる部屋に取り入れること（二段階換気）も、室温変化を抑えるの
に有効です。

� 開けている窓の近くに暖房器具を設置すると、室温の低下を防ぐことができま
すが、燃えやすい物から距離をあけるなど、火災の予防に注意してください。

窓開け換気による室温変化を抑えるポイント
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